各問題文を読み、1～５の選択肢の中から最も適切な答えを１つ選び、その番号を答案用紙に記入しなさい。

問１　栃木県の農業に関する次の文のうち誤っているものはどれか。

1. 栃木県の農業産出額でもっとも多いのは畜産である。

2. 栃木県は１９８８年ごろから「首都圏農業」のスローガンを掲げ、野菜生産の拡大

強化が進められている。

3. ２００５年（平成１７年）の栃木県の総農家数は６万戸以下である。

4. 栃木県の米の作付面積と収穫量は、現在全国で８位である。
問２　かんぴょうが最初に導入されたのは次の市町うちどれか。

1. 壬生町

2. 下野市

3. 小山市

4. 上三川町

5. 栃木市

問３　北海道を除き、栃木県が頭羽数で日本一の畜種はどれか。

1. 肉牛

2. 養豚

3. 養鶏

4. ブロイラー

5. 酪農

問４　次のうち、栃木県が日本一の特産物はどれか［平成１９年］。

1. こんにゃく

2. たばこ

3. あさ

4. まゆ

5. 落花生

問５　次のうち、とちぎの伝統野菜でないものはどれか。

1. ふきのとう

2. かき菜

3. 野口菜

4. 栃木三鷹

5. 新里ねぎ

問６　生産量がもっとも多い栃木県の果実はどれか［平成２０年］。

1. ぶどう

2. りんご

3. くり

4. 日本なし

5. うめ

問７　栃木県が生産量で全国ベスト５に入っている野菜の正しい組み合わせを選べ。
１．もやし、たまねぎ 

２．さといも、トマト

３．さといも、もやし
４．にら、トマト
５．にら、ナス
問８　次の野菜の組み合わせのうち、植物学上の分類から見て誤っている組み合わせを選べ。
１．トマト、じゃがいも、ナス
２．かき菜、だいこん、みずな、ブロッコリー
３．さといも、やまのいも、じゃがいも
４．にら、アスパラガス、たまねぎ、ねぎ
５．レタス、ふき、しゅんぎく、ごぼう
問９　次の野菜の組み合わせのうち、とちぎの地域ブランド野菜として認証されていない野菜を含む組み合わせを選べ。

１．かき菜、こなす、ねぎにら
２．アスパラガス、高原だいこん、たまねぎ
３．うど、ふき、高原ほうれんそう
４．宮ねぎ、白美人ねぎ、ひめきゅうり
５．中山かぼちゃ、大平かぼちゃ、温泉なす

問１０　次の文のうち、誤っているものを選べ。

１．ふきは数少ない日本原産の野菜である。

２．うどは日本原産の野菜である。
３．しゅんぎくは日本原産のアブラナ科野菜である。
４．みずなは日本特産のアブラナ科野菜である。
問１１　次の文のうち、正しいものを選べ。

１．ほうれんそうはアブラナ科の野菜で、佐野市のブランド認証野菜となっている。
２．アスパラガスは雌花がつく株と雄花がつく株がある。雌花がつく株は太さが適当であり、穂先もよくしまった良いものが多い。
３．かき菜の収穫は11月から4月だが、寒さの中で甘みを吸収する冬がもっとも美味しい時期である。
４．スイートコーンはトウモロコシ科の作物で、メキシコから南米にかけての地域が原産である。

問１２　次の文のうち、正しいものを選べ。

１．枝豆はダイズ科の作物で、未熟な大豆を選んで収穫したものをいう。
２．さやいんげんはダイズ科の野菜でインゲン豆を若採りしたものである。
３．モロヘイヤはアカザ科の野菜でムチンという独特の粘質物を持つ。
４．さといもは北海道以外の全国で栽培され、県内では鹿沼市、日光市、真岡市が主産地で全国５位の生産となっている。
問１３　次の文のうち、誤っているものを選べ。

１．トマト特有の赤色は強い抗酸化力を持つリコペンである。
２．ブロッコリーはアブラナ科野菜の一種である。
３．ナスの特徴的な成分はナスニンと呼ばれる紫色のアントシアニン色素である。
４．しゅんぎくは、にんじんと同じキク科の野菜である。
５・ごぼうはキク科の食物繊維が豊富な野菜である。
問１４　次の文のうち、誤っているものを選べ。

１．にらは中国西部が原産のユリ科野菜であり、栃木県は全国有数の生産県である。
２．ねぎにらは、ねぎとにらを交配して生まれたハイブリッド野菜である。
３．たまねぎは、世界中で食べられるネギ科の代表野菜である。
４．宮ねぎは、栃木の伝統野菜であるとともに、栃木市のブランド認証野菜となっている。
５．大田原市を中心にブランド認証野菜にもなっているのが白美人ねぎであり、遮光板を利用して白い部分を長く伸ばす栽培法で作られる。

問１５　次の文のうち、正しいものを選べ。

１．うどは関西地方が特産の野菜であり、別名をシガ、ドッカ、ヤマクジラなどとも呼ばれる。
２．うどは東京特産の野菜の一つで、漢字では独活と表記される。
３．アスパラガスの栃木県内での栽培は1990年代後半になって始まった。

４．アスパラガスは南米アンデス地方原産の野菜で日本には明治になってから伝えられた新しい野菜の一つである。
問１６　次の文のうち、誤っているものを選べ。

１．カリフラワーの本来の旬は５月下旬〜７月上旬の初夏とされている。
２．はくさいは、初夏〜初秋には長野県など冷涼な高地のものが、11月〜1月には茨城県や栃木県産のものが出回る。

３．レタスは春レタス、夏秋レタス、冬レタスに区分され、栃木県では小山市、野木町で春レタスや夏秋レタスが、下野市や真岡市などで冬レタスが作られる。

４．ごぼうの根部を食べるのは日本だけとされるが、独特の香りとともに豊富な食物繊維が特徴の野菜である。

問１７　次の文のうち、誤っているものを選べ。

１．にらは中国原産の野菜である。
２．にらの国内生産量は約6.4万トンで、栃木県はその約20％近い生産量を誇っている。

３．栃木県内へのにら栽培の導入は昭和40年初期に鹿沼市が最初である。

４．にらは１回収穫するとその株は使えなくなるので、は種時期を連続的にずらして栽培されている。

問１８　次の文のうち、誤っているものを選べ。

１．やまのいものうち、北海道や青森県などの寒冷地ではナガイモ、埼玉県など関東地域ではイチョウイモ、兵庫、京都など関西地域ではツクネイモが栽培される。

２．にんじんは日本ではだいこんに次ぐ第２位の生産量を持つ野菜である。

３．日本のたまねぎ生産量は世界でも2位を誇る。栃木県は全国第7位と主要栽培県になっている。

４．だいこんは日本で収穫量が最も多い野菜であり、那須塩原地域は県内有数の夏だいこんの産地である。

５．じゃがいもの旬は5〜6月と9〜12月の２回あり、新じゃがと呼ばれるものは一般には9〜12月に出荷される北海道産のものをいう。

問１９　イネに関する次の文のうち誤っているのはどれか。

１．水稲と陸稲（オカボ）は種としては同一のイネであるが、水稲は湛水できる水田に、陸稲は畑に適応した生態系を取る。

２．栃木県でもっともコメの生産量の多い市町村は大田原市である。

３．陸稲は栃木県で1,770トン（平成20年）生産されたが、そのほとんどがもち米である。

４．コメのアミノロース含有が高いほど粘りがあり、弁当に適している。

５・コメの食味は品種、生産地の土壌、気候、栽培法に大きく左右される。

問２０　水稲の品種に関する次の文のうち、誤っているのはどれか。

１．栃木県は全国3位のこしひかり生産県である。

２．こしひかりは良食味であり、栃木県水稲作付面積の６割以上を占める。

３．なすひかりは新品種で栃木県の奨励品種として採用されている。

４・あさひの夢は栃木県ではこしひかりに次ぐ作付面積である。

５．ひとめぼれは、こしひかりを母、初星を父に生まれた品種である。

問２１　麦類に関する次の文のうち、誤っているのはどれか。

１．世界の食糧生産で最も生産量が多いのはコムギである。

２．六条大麦は大粒で麦芽の生産に適しているのでビール麦とも呼ばれる。

３．麦類は冬作物として重要な作物で、栃木県では10月下旬に播種し翌年6月上旬から中旬に収穫される。

４．日本で作られる大麦の約６割が二条大麦で約３割が六条大麦である。

問２２　栃木県で栽培される麦類の品種名と作物名の次の文のうち誤っている組み合わせはどれか。

１．農林６１号―コムギ

２．イワイノダイチ―コムギ

３．スカイゴールデン―二条大麦

４．シュンライ―二条大麦

５．カシマムギ―六条大麦
問２３　豆類に関する次の文のうち、誤っているのはどれか。

１．落花生には肥満防止役立つ不飽和脂肪酸である、オレイン酸、リノール酸が含まれている。

２．タチナガハは、栃木県の大豆作付面積の９割を占める。

３．大豆の種実はたんぱく質、脂肪、炭水化物をバランス良く含み栄養価が高い。

４．栃木県の小豆は県北部を中心に約400ha栽培されている。

問２４　次のうち、栃木県の果物の生産量（平成１９年）が全国１位のものはどれか。

１．なし　　　２．ぶどう　　　３．いちご　　　４．ブルーベリー　　　５．ゆず

問２５　なしに関する次の文のうち、誤っているのはどれか。

１．県産なしの旬は８月から１１月である。

２．県内の主産地は宇都宮市、芳賀町、大田原市、那須烏山市などである。

３．栃木県農業試験場で育成された品種、にっこりは早生種で幸水よりも収穫が早い。

４．水分が多く水冷効果があり、発熱性疾患の回復や予防、熱射病の予防に効く。

５．県内の代表的な品種は幸水、豊水、にっこりである。

問２６　果物についている白い粉（ブルーム）は果実を保護し、新鮮さ、うまみを保つ働きがあるが、次のうちブルームがついているものはどれか。

１．ぶどう類　　　２．ゆず　　　３．うめ　　　４．メロン　　　５．もも

問２７　次の文のうち誤っているのはどれか。

１．中国では茶請けに、栄養豊富なおつまみとして、すいかの種を食べている。

２．なしは別名「有りの実」と言われていた。「無し」と音が同じことから縁起が悪いことでつけたものである。

３．近年ブルーベリーは眼に良いサプリメントとして、一躍有名になった。

４．メロンのネット誕生は、栽培中に切れるナイフで綿密に傷をつけて仕上げたものである。

５．冬至にゆずの風呂に入ると「一年中風をひかない」という言い伝いが日本古来よりある。

問２８　次の文のうちおいしい果物の選び方、見分け方で正しいのはどれか。

１．いちごは、ヘタの縁が濃く、しおれていなく、実の色が濃くつやのあるものがよい。

２．うめは皮に虫食いや傷があるものが良い。

３．柿は、ヘタが果実から離れ、色が濃く、大玉のものが良い。

４．キウイフルーツは、軽く握った時に柔らかく感じれば食べ頃であるが、本当は取りたての硬いものが良い。

５．すいかは、実をたたいた時、ボソボソと鈍い音のするものが良い。

問２９　いちごに関する次の文のうち誤っているのはどれか。

１．県産の旬は１２月から５月である。

２．県産の代表的な品種は「とちおとめ」である。

３．ヘタを取って洗うと、ビタミンＣが水に溶けだしてしまう。

４．ビタミンＣの含有量はトップクラス、一日３粒食べれば十分である。

５．私たちが食べているのは、花托（かたく）と呼ばれる部分である。

問３０　次のうち香辛類の野菜でないものはどれか。

１．しょうが　　　２．みょうが　　　３．わさび　　　４．ハーブ　　　５．玉ねぎ

問３１　きのこ類に関する次の文のうち正しいものはどれか。

１．現在のしいたけは、原木栽培よりも菌床栽培のほうが少ない。

２．しいたけはかさが八部開きで、肉厚のほうが良い。

３．県産の生しいたけの生産量は全国で５位、乾燥しいたけは３位である。

４．ぶなしめじ、まいたけ、エリンギは天然物が多く流通している。

５．各地で開発されているきのこ類の種類は、１０００種以下である。

問３２　次の組み合わせのうち、正しいものの組み合わせはどれか。
１．ＧＡＰ・・・総合的病害虫・雑草管理
２．Ｅマーク・・・とちぎの特別栽培農産物
３．とちぎハサップ・・・栃木県食品自主衛生管理認証制度
４．ＩＰＭ・・・農業生産工程管理手法
５．Ｌｉｎｋ－Ｔ・・・特別表示認証食品
問３３　「ビタミンＣ」に関する次の文のうち、正しいものはどれか。

1．鶏卵に豊富に含まれる。

2．肉類に豊富に含まれる。

3．五訂増補食品成分表において、いちごのビタミンＣ含量は鶏卵より高い。

4．緑黄色野菜にはほとんど含まれない。

5．カリフラワーはゆでた時のビタミンC損失率が他の野菜にくらべて多い。

問３４　次の野菜のうち、生の状態で可食部１００gあたりのビタミンC含有量がもっとも多いものはどれか。但し、五訂増補日本食品標準成分表による。

１．じゃがいも

２．トマト

３．カリフラワー

４．アスパラガス

５．はくさい

問３５　次の野菜のうち、生の状態で可食部１００gあたり食物繊維がもっとも多いものはどれか。但し、五訂増補日本食品標準成分表による。

１．とうもろこし

２．かき菜

３．ブロッコリー

４．ごぼう

５．もやし

問３６　次の野菜のうち、生の状態で可食部１００gあたりβカロテンを最も多く含んでいるものはどれか。但し、五訂増補日本食品標準成分表による。

１．にら
２．こまつな

３．しゅんぎく

４・水菜

５．モロヘイヤ
問３７　次の果物のうち、生の状態で可食部１００gあたりビタミンCを最も多く含んでいるものはどれか。但し、五訂増補日本食品標準成分表による。

１．ゆず
２．かき

３．すいか

４．キウイフルーツ

５．ブルーベリー

問３８　次の文のうち誤っているものはどれか。

１．βカロテンは体内でビタミンAに変わる。
２．カリウムは体内の塩分濃度を調節する働きがある。

３．アミラーゼはでんぷんの消化を促す働きがある。

４．ビタミンEは胃や十二指腸の潰瘍を治す働きがある。
５．ビタミンCはコラーゲンの合成を促す働きがある。
問３９　次の文のうち誤っているものはどれか。

１．しいたけは野菜にはほとんど含まれていないビタミンDが含まれている。
２．なすは赤ワインに含まれる老化防止成分のポリフェノールが皮にも身にも含まれている。

３．にらはビタミン、ミネラル、食物繊維が豊富に含まれている。

４．しょうがの辛味成分であるショウガオールは、殺菌作用に加え消化吸収を助ける効能がある。

５．たまねぎに含まれる、辛みとにおいの成分アリシンはビタミンB１の吸収を促進する働きがある。

問４０　次の文のうち誤っているものはどれか。

１．精白米の消化吸収率は９８％であり、糖質は、血糖となり体内のエネルギーとなる。

２．小麦は製粉後にもカリウムやリン、ビタミンB１、B２、ナイアシンが含まれている。

３．そばに含まれるルチンというビタミンKは毛細血管を丈夫にし高血圧や脳卒中を予防する働きがある。

４． こんにゃくの１００gあたりのエネルギーは５kcalの低カロリー食品で、体内の老廃物や毒素を吸収する働きがある。

問４１　アユに関する次の文のうち，誤っているものはどれか。
１．日本国内では，アユは北海道中部以南の全国に分布する。
２．アユは「香魚」と呼ばれ，スイカのようなにおいがする。
３．アユはあぶらびれを持つ。
４．中禅寺湖に陸封されたアユはコアユと呼ばれ，全国の河川に放流されている。
５．河川生活期のアユは主に珪藻を餌として食べる。
問４２　サケ科魚類の関する記述である。正しいものの組み合わせはどれか。
Ａ．「ニッコウイワナ」の体表には大きな白い斑点が多数みられる。
Ｂ．「ヒメマス」は栃木県内では中禅寺湖や湯の湖などに生息しているベニザケの陸封型である。
Ｃ．「ヤシオマス」は栃木県水産試験場がバイオテクノロジー技術により開発したヒメマス全雌三倍体である。
Ｄ．「ヤシオマス」は成熟しないことから，時期に関係なく脂ののった高品質の食材として提供可能である。
１． ＡとＢ　　　２．ＡとＣ　　　３．ＢとＣ　　　４．ＢとＤ　　　５．ＣとＤ

問４３　食肉に関する次の文のうち、誤っているものはどれか。

１．鶏肉は高タンパク・低カロリーで、ビタミンＡが特に豊富に含まれている。

２．豚肉には良質なタンパク質と共に、ビタミンＢ１が特に豊富に含まれている。

３．牛肉は必須アミノ酸をバランス良く含み、ビタミンＢ群も豊富である。

４．牛肉については、トレーサビリティシステムが確立されている。

５．脂肪分の含量は、豚肉、牛肉、鶏肉の順で多い。

問４４　以下は牛肉に関する記述である。（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）に入る正しい語句の組み合わせはどれか。

日本における代表的肉用種として、（Ａ）が挙げられる。栃木県は、全国第６位の肉用牛飼養頭数であり、（Ｂ）は全国的にも知られる代表的ブランド牛である。高品質な肉は（Ｃ）と呼ばれる大理石模様の脂肪交雑を有する。

１．（Ａ）黒毛和種、（Ｂ）栃木和牛、 （Ｃ）サシ

２．（Ａ）黒毛和種、（Ｂ）とちぎ和牛、（Ｃ）霜降り

３．（Ａ）黒毛和種、（Ｂ）霧降高原牛、（Ｃ）サシ

４．（Ａ）褐毛和種、（Ｂ）栃木和牛、 （Ｃ）サシ

５．（Ａ）褐毛和種、（Ｂ）とちぎ和牛、（Ｃ）霜降り

問４５　牛乳に関する次の文のうち、誤っているものはどれか。

１．栃木県は全国第２位の牛乳生産県である。

２．豊富に含まれるカルシウムは骨や歯の元となるだけでなく、血液の凝固等にも役立つ。

３．ホルスタイン種は「乳牛の女王」と呼ばれ、原産地はオランダである。

４．日本の牛乳のほとんど全ては、ジャージー種により生産されたものである。

問４６　ニワトリに関する次の文のうち、誤っているものはどれか。

１．日本で飼養されている産卵鶏の代表品種として、白色レグホーンが挙げられる。

２．採卵鶏は生後150日から産卵を開始し、210日に産卵のピークを迎え、約550日で廃鶏となる。

３．鶏卵はビタミンＣやレシチンを特に豊富に含んでいる。

４．2002年の統計によると日本は中国、アメリカに次いで世界第3位の卵生産量を誇る。

問４７　ほうれんそうの調理法に関する次の文のうち正しいものを選べ。

１．ほうれんそうは下ゆですることで甘みが出る。

２．ほうれんそうは下ゆですることでアクが抜ける。

３．ほうれんそうをゆでる時に塩を入れると色が悪くなる。

４．ほうれんそうをゆでる時は長時間ゆでた方がおいしくなる。

問４８　大根に関する次の文のうち正しいものを選べ。

１．大根は根の先端に近い方が辛みが強い。

２．大根は葉に近い方が辛みが強い。

３．大根の皮や葉は、料理には活用できない

４．大根の真ん中の部分は甘味が強いので薬味にむいている。

問４９　ゆで方に関する次の文のうち正しいものを選べ。

１．かんぴょうはそのまま茹でて下ごしらえする。
２．アスパラガスは根元のほうが柔らかいので先端から先にゆでる。
３．カリフラワーをゆでるとき小麦粉を少々加えると短時間で白くゆで上げることができる。

４．うどをゆでるときは茹で過ぎないように塩水でゆでると色上がりがよい。
問５０　次の文のうち正しいものを選べ。

１．レタスは手でちぎるよりも包丁で切ったほうが切り口の変色を防ぐことができる。
２．じゃがいもの男爵はメークインよりも煮崩れしにくいので煮込み料理に向いている。
３．茄子を焼くときは弱火で時間をかけると旨味が出るのでよい。
４．かぼちゃを切る前にレンジで加熱すると切りやすい。
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